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献に『電子ジャーナルアーカイビングの土地境界』（E-Journal Archiving Metes and B
























 2005 年 10 月，米国研究図書館協会（ARL）は声明「学術的電子ジャーナルの保存に必





ルアーカイビングの土地境界』（E-Journal Archiving Metes and Bounds: A Survey of











 100 ページ以上に及ぶレポートの議論の内，主なものを以下に挙げる。 
 
4.1 調査対象 
 レポートが調査対象にしたのは以下の 12 のアーカイブである。米国内のものに傾斜し
た感はあるものの，世界の主要な電子ジャーナルアーカイブをほぼ網羅したといえる(3)。 
 
（1）カナダ国立科学技術情報機関（Canada Institute for Scientific and Technical Inf
ormation）（カナダ) 





（6）ロスアラモス国立研究所研究図書館（Los Alamos National Laboratory Research
 Library）（米国） 
（7）オーストラリア国立図書館 PANDORA （National Library of Australia PANDO
RA）（オーストラリア；CA1537 参照） 
（8）OCLC Electronic Collections Online （米国） 
（9）OhioLINK Electronic Journal Center（米国） 
（10）Ontario Scholars Portal（米国） 
（11）Portico（米国；CA1597 参照） 
（12）PubMed Central （米国；E096, CA1544, CA1600 参照） 
 
4.2 アーカイビングの主体 










































































































ようになった(8)。上の提言 k が影響を与えたことが推測される。 
 一方，出版社がウェブサイト等を通じて自らのアーカイビングへの取り組みを強くアピ
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